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項 目

前処理技術を利用したオンライン水質計測の例

１．電気式ｶﾁｵﾝ交換器を使用したｶﾁｵﾝ導電率の測定

２．脱気装置を使用したｶﾁｵﾝ導電率の測定

３．ＵＶ照射装置を使用した微量ｲｵﾝの測定



3

ＰＷＲ２次系復水ﾎﾟﾝﾌﾟ出口等でのｶﾁｵﾝ導電率の測定
（水処理薬品を除去し、系統水の純度を測定するため、

強酸性ｶﾁｵﾝ樹脂通過後のｻﾝﾌﾟﾙの導電率を測定）

カチオン交換樹脂の再生（高ｐＨ運転では１回／週程度）が必要

１．電気式カチオン交換器を使用した
カチオン導電率の測定

 カチオン交換樹脂のメンテナンス頻度の低減

ｶﾁｵﾝ交換膜を利用したｶﾁｵﾝ交換器
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電気式カチオン交換器の原理
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系統構成および装置外観
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試験データ

　電気式イオン交換器実機適応試験
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まとめ

• カチオン導電率測定用のカチオン交換樹脂の代替と
して適用可能である。

• カチオン樹脂よりもメンテナンス頻度を低減することが
できる。（膜交換１回／年、水質による）

• 再生用の薬液、樹脂の廃棄が不要となるため環境負荷
を低減できる。

カチオン交換膜を利用した、カチオン交換器



8

ＰＷＲ２次系、火力ﾌﾟﾗﾝﾄ等でのｶﾁｵﾝ導電率の測定において、
プラント起動時に計測値が上昇し、海水漏洩の検出に誤った
情報を与えることがある（復水中に含まれる炭酸ｶﾞｽの影響）

２．脱気装置を使用したｶﾁｵﾝ導電率の測定

 発電プラントのユニット起動時における

 海水漏洩検知精度を向上させる。

 プラント起動時にｶﾁｵﾝ導電率測定値の上昇を抑え、
より正確な海水漏洩の監視を行う。

脱気膜を使用したｻﾝﾌﾟﾙ中の炭酸ｶﾞｽの除去
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炭酸ガスの挙動・メカニズムの影響評価

 １．コールラウシュの加成則による当量導電率と計器導電率の
 比較で、イオンの挙動が確認できた。
 
 ２．挙動
 ・ＣＯ２＋ＮＨ３＋Ｈ２Ｏ ＮＨ４ＨＣＯ３
 ＮＨ４ＨＣＯ３ ＮＨ４

＋＋ＨＣＯ３
－

 ・カチオン樹脂筒通過後（ＮＨ４
＋ Ｈ＋置換）

 H＋＋HCO3
- H2O ＋CO2

 ・CO2ガス分離
 H＋＋HCO3

- H2O ＋CO2
 ＜結果として＞
 ｻﾝﾌﾟﾙ中のＣＯ２ｶﾞｽ分離によりｶﾁｵﾝ導電率は下がると考えられる。

ＣＯ２を分離する
→Ｈ２Ｏのみ
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脱気の原理と系統
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プラントでの試験データ
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まとめ

• 炭酸ガスを除去することにより、カチオン導電率の上昇を
抑え、真のカチオン導電率の挙動を測定することが可能
である。

• 脱気膜を利用した脱気装置によりカチオン樹脂通過後の
サンプル中の炭酸ガスを除去できる。

サンプル中に含まれる炭酸ガスの除去
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ＰＷＲ２次系等でのｺﾝﾃﾞﾐ破砕樹脂等の影響評価

硫酸ｲｵﾝの挙動確認には、熱分解等により硫酸ｲｵﾝに
変化する有機SO4の考慮も必要

３．ＵＶ照射装置を使用した微量イオンの測定

UV照射装置での前処理による有機SO4のｵﾝﾗｲﾝ測定
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工場試験結果データ（ＵＶ照射によるＰＳＳ分解率）

UV照射によるPSS分解率 熱分解によるＰＳＳ分解率
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プラントでの試験データ
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まとめ

• PSS標準試料のＵＶ照射による分解率、熱分解率

が確認できた。

• 実機プラント水でのＵＶ照射前後の測定でSO4の

濃度に差があることが確認された。

• ＵＶ照射後のイオン分析で、有機SO4の挙動が

ある程度確認できる。

• 有機SO4 の存在が確認されたことにより、 SGの

水質を評価するうえでＵＶ照射によるイオン分析が

有効であることを示唆。


